
学びに向かう力を高
め，深い学びを育成す
る。

深い学びのある単元づくり・授業づくりを
通して，課題を発見する力，主体的に学
ぶ姿勢，協同する力，課題解決をするた
めの整理分析をする力を育てる。

児童アンケート肯定的回答８０%以上。
ノート・ワークシートの記述が評価規準の
Ｂ規準以上の児童の割合８０％以上。

児童アンケート
ノート

ワークシート
3

児童アンケート「生活科・総合的な学習の時間の授業はすきです。」の肯定的回答は、８
４％であった。ノート等の児童の記述がＢ規準以上の児童の割合は、100％であった。２
学期の総合的な学習の時間では、高学年はやまゆり活動、中学年は上殿米について探
求した。課題の設定、情報収集、整理・分析、まとめ・創造・表現、実行、振り返りという探
究活動のサイクルにのった授業展開はできた。しかし、発展的・深い学びまでには至って
いない。

基礎基本の定着を図
る。

教材等の特質に応じた見方，考え方を習
得する授業改善を進める。
帯タイムや補充学習・家庭学習における
基礎基本の力をつける取組を継続し，学
力の向上を図る。

国語・算数の学期末テスト全国平均以上
の児童の割合７５％以上。

学期末テスト 3

学期末テスト全国平均以上の児童の割合は、国語62.5％、算数67％である。１学期は、
国語58％、算数７５％であったので、１学期に比べると国語は少し上がったが、算数は、
下がってしまった。３学期には、標準学力テストも行われるので、それに向けて、さらに力
をつけていきたい。

当たり前のことをきちん
と行う，自己指導力を
高める。

ルールや決め事の内容及びその意味を
児童に周知させる。
児童会の月目標の取り組みの中で，学
期に1回目標達成キャンペーンを実施し，
ルールを守ろうとする意欲を高める。

キャンペーン期間中の月目標の達成率
80％以上。

児童会主催の
キャンペーン結果

3

10月に、児童会が「時間を守って、だまって、マスクを着けて一斉暮会に集合する」キャン
ペーンを８日間行い、のべ182人が３つともしており、16人が３つのうち２つしていた。９
２％の達成率だった。高学年が声掛けをし、全校で取り組もうという雰囲気が盛り上がっ
ていた。

自己肯定感を高める。

児童理解の職員研修を行い，共通認識
を持って児童へ関わる。
互いを認め合ったり自分を肯定的に認め
たりする場を設ける。

児童アンケートにおける肯定的評価の割
合70％以上。

児童アンケート 2

自己肯定感を高めるために、職員による肯定的評価を積極的にし、児童が相互に肯定的
評価をする場を設けた。児童アンケートでは、「自分のことが好きです。」という項目は
52％で、「自分のいいところや得意なことを３つ言える。」という項目は68％であった。どち
らも目標を下回り、1学期よりも下がっている。

基本的生活習慣を確立
する。

年間2回の生活振り返り活動を行い，基
本的生活習慣の確立，特に起床時刻・就
寝時刻の固定を目指す。

生活振り返り活動における起床時刻・就
寝時刻の固定ができた児童の割合80％
以上。

生活振り返りアン
ケート

2

起床時刻が固定されている児童は87.5％、就寝時刻は66.7％、どちらも固定されている
児童は58.3％と全て改善されていた。また、6月は11時以降に就寝する日がある児童は
52％だったが、2学期は37.5％で、固定はできなくても早く寝ようという意識は見られ、また
電子メディアの時間等を見直した児童も多く、保護者も前向きに取り組んでくださってい
る。2学期も結果とコメントは児童に返し、今後の目標を立てさせ、そのことを学級懇談に
て保護者にも伝えている。今後も引き続き、保健指導と保護者啓発を行う。

体力の向上を図る。
業間運動の充実や体育科授業改善を図
る。

　一輪車カードから各自１つの種目を選
び，その種目の達成率を８０％以上。
　体力テストで昨年度の県平均を下回っ
た種目（２種目）において，前回記録を上
回った児童の割合80％以上。

記録 1
業間運動や体育科で短距離走の練習をして５０Ｍ走の記録更新に取り組んだ。しかし、
前回記録を上回った児童の割合は４8％で、目標を大きく下回った。

情報発信を積極的に行
い，保護者・地域の理
解を深める。

・学校からの便りやＨＰの更新を通して，
情報提供を行う。
・来校の機会を通して，互いの理解を深
める。

学期ごとに行う保護者アンケートにおい
て，肯定的な評価を90％以上にする。

保護者アンケート 4

保護者アンケートで「学校からの便りやホームページ、ＰＴＡ集会等を通して学校の様子
がよくわかる。」という項目は100％だった。新型コロナウィルスの感染拡大の影響によっ
て学校に来ていただく機会が減少したが、学校からの便りやホームページを中心に情報
を発信するとともに、運動会や学校公開等を通して、学校の取組や児童の様子について
伝えることができたと考える。

働き方改革を推進す
る。

・優先順位をつけて効率的に業務を進め
ることの習慣化を図る。
・日々の業務や学校行事等の持ち方を
見直し，児童と向き合う時間を確保する。

指針に沿って，次の数値以下にする。
　　勤務時間外在校時間　月45時間
　　　　　　　　　　　　　　　　年360時間

勤務時間外在校
時間記録表

2
勤務時間外在校時間　月45時間の達成状況は、４月から11月において60.7％である。校
内研修等を通して働き方を見直し、業務改善を継続する。

　令和２年度　　学校自己評価表　　　安芸太田町立上殿小学校

２学期

教育目標 豊かな人間性と　将来をたくましく生きぬく児童の育成

学校経営の重点

〇主体的な学びの育成…深い学びを引き出す授業づくり
〇基礎基本の定着・活用
〇探求的な体験活動を通した豊かな感性の育成
〇基本的生活習慣の確立

豊
か
な
心
の
育
成

心豊かな子供を育て
る。

生活安
全

中期経営目標 短期経営目標 担当 ２学期達成状況 ２学期 最終コメント

確
か
な
学
力
の
定
着

学ぶ意欲や学び合う態
度を身につけさせ，より
よく問題解決ができる
子供を育てる。

教務

目標達成のための方策 評価指標 資料

  

評価基準

４：１００％達成　　　　　３：８０％おおむね達成　　　　　２：60％以上達成　　　　　　１：６０％未満

健
や
か
な
身
体
の
育
成

たくましい体を持った子
供を育てる。

生活安
全

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

信頼される学校づくりを
推進する。

総務


